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７．利用の特性 

（１）大台ヶ原の利用動向 

１）大台ヶ原の利用者数の推移 

大台ヶ原の利用者数については、平成 10（1998）年度～平成 23（2011）年度までは減少傾向

で推移していたが、平成 24（2012）年度から微増に転じ、平成 27（2015）年度には 107,296人

となった。その後、令和元（2018）年度までは再び減少傾向となったが、新型コロナウイルス

感染症による移動制限が行われた令和 2（2019）年度は増加し、以後概ね横ばい傾向となってい

る。 

なお、全国の国立公園では、令和 2（2019）年に新型コロナウイルス感染症による移動制限の

影響で大幅に利用者数が減少していたが、関西の都市部から日帰り圏内にある大台ヶ原では、

近場への訪問に対する需要の高まりのため、その影響を受けなかった可能性が考えられる（図

2-7-1）。 

 

 
図 2-7-1 全国の国立公園と大台ヶ原の利用者数の推移 

※大台ヶ原の利用者数は、正午時点の山上駐車場の駐車台数を基に、以下の推計式で推計したものである。 

  大台ヶ原の利用者数＝観光バス台数×22 人＋乗用車台数×2.2 人×２回転＋二輪車台数×1.1 人 

 

２）大台ヶ原の月別利用者数 

大台ヶ原の月別利用者数は、新緑の時期である 5 月、夏休み期間中である 8 月、紅葉の時期

である 10～11月に多くなっている（図 2-7-2）。 

なお、令和 2（2019）年度と令和 3（2020）年度は、緊急事態宣言や GO TOトラベルキャンペ

ーンの影響により、月によって利用者数の傾向が異なっているが、令和 4（2021）年度以降は概

ね新型コロナウイルス感染症の拡大前の状況に戻った 
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図 2-7-2 大台ヶ原の月別利用者数の推移 

※令和 5 年度の大台ヶ原の開山期間は、2023 年 4 月 17 日～12 月 1 日まで 

 

３）大台ヶ原の平日・休日別利用者数割合 

大台ヶ原の平日・休日別利用者数の割合は、休日の利用が多くおよそ 6 割を占めている（図

2-7-3）。 

 

 
図 2-7-3 大台ヶ原の平日・休日別入山者数割合の推移 

 

４）山上駐車場の駐車台数の推移 

山上駐車場の駐車台数は、平成 27（2015）年度に 25,000台となったがそれ以外は、おおよそ

18,000 台前後で推移している。駐車している車種の内訳は、85％程度を自動車が占めており、

二輪車は 10％程度、バスは 2％未満となっている（図 2-7-4）。 

バスの駐車台数は、令和 2（2020）年度に新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少

したが、令和 4（2022）年度から徐々に増加しており、観光ツアーが戻りつつあると考えられる

（図 2-7-5）。 
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図 2-7-4 山上駐車場駐車台数の推移 

※各年度の駐車台数は、各日の正午時点の山上駐車場の駐車台数の合計 

 

  
図 2-7-5 山上駐車場バス駐車台数の推移 

 

５）路肩駐車の発生状況 

路肩駐車の発生日数は、平成 28（2016）年度から平成 29（2017）年度にかけて減少し、それ

以降は横ばいとなっていて、令和 4（2022）年度は増加に転じたが、令和５（2023）年度は大幅

に減少した（図 2-7-6）。 

 

図 2-7-6 路肩駐車発生日数の推移 
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路肩駐車台数は、令和 3（2021）年度から減少傾向にあり、新型コロナウイルス感染症の影響

により増加した令和 2（2020）年度と比べ、令和 5（2023）年度は半数以下となっていた（図 2-

7-7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7-7 路肩駐車の発生日数と発生台数の推移 

 

６）公共交通の利用状況 

公共交通として、大台ヶ原山上までバスが運行されている。平成 24（2012）年度から令和元

（2019）年度にかけては、平成 27（2015）年度が 9,500人と最も多くなっていたが、その後減

少傾向となり、新型コロナウイルス感染症の影響により令和 2（2020）年度には、4,255人と激

減した。その後利用人数は徐々に増加し、令和 5（2023）年度は 5,633人となった。なお、令和

4（2022）年度からバスの発着地がこれまでの大和上市駅からイオンモール橿原に変更となり、

近鉄・大和八木駅、近鉄・橿原神宮前駅を経由して大台ヶ原山上へ運行されている。 
 

 
図 2-7-8 路線バスの乗車人数の推移 

※奈良交通株式会社吉野営業所・葛城営業所提供の資料（乗車人数）を基に作成した。 

なお、平成 25（2013）年度は売上金額からの推計値である。 
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（２）西大台利用調整地区の利用動向 

１）西大台利用調整地区の認定者数及び入山者数 

平成 25（2013）年度～平成 29（2017）年度にかけては、西大台利用調整地区の認定者数は、

平成 28 年度をピークとして、3,000 人を超えていたが、平成 30（2018）年度以降は 2,400～

2,700人程度で推移している（表 2-7-1）。また、認定者数に対する入山者数の割合は、85～90％

程度となっている（表 2-7-2）。 

 

表 2-7-1 西大台利用調整地区の認定者数の推移 

 
 

表 2-7-2 西大台利用調整地区の入山者数の推移 

 
 

２）西大台利用調整地区の平日・休日別入山者数割合 

西大台の平日・休日別利用者数の割合は、休日の利用が多くおよそ 6 割を占めており、大台

ヶ原全体に比べて、休日利用者の割合が高い傾向がある（図 2-7-9）。 

 
図 2-7-9 西大台利用調整地区の平日・休日別入山者数割合の推移 
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